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歌はいわば足がかりで、この歌の持つ情

緒、雰囲気、気分をもとにして考えを発

展させていきます。清涼感があって、気

品高いデザインというのがめざした方向

です。

技法としては、金箔やプラチナ箔を

サンドイッチしたガラスバーを大

量につくり、切断と研磨によって長さと

厚みを調整し、光と影のグラデーション

が生まれるよう変化をつけながらパーツ

を並べていきます。

わが恩師はなかなか褒めてくれない

のですが、この作品は「いいね！」

と言っていただけました。
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注文をいただきました。「机の上に

飾れる印鑑で、モダンデザインで

はなく、発掘品のような古色蒼然とした

ものを。あとはおまかせします」と言わ

れても…さて、どうしたものか？　以前、

猫の形をした小さな印鑑を作ったことが

あります（写真①）。お世話になった知

人への贈り物として、玄関に飾っておい

て、宅配便の受取りの際に使ってもらえ

たらと考え、急遽、制作したもの。なの

でガラスで印鑑は作れます。ただ今回は

テーブルアクセサリーという依頼、ある

程度の大きさが必要で、となると版面を

下にするデザインは制約が大きい。どう

いうデザインにしたらいいのか、ああ〜、

やっかいな注文を請けてしまったんだろ

う。とはいえ、やっかいでない仕事とい

うのはないんですが。

月をモチーフに抽象的なイメージで

というのが施主様からのリクエス

トでした（埼玉県のＳ邸リビングの壁面

パネル、2018 年制作）。いつもようにあ

れこれ考えを巡らして、これだ！と思い

ついたのが、万葉集の柿本人麻呂の歌で

す。星の林に見え隠れする月の舟、背景

に七夕伝説もうかがわせ、メルヘンチッ

クでロマンチック。

大岡信さんの『私の万葉集』では「天

を海に、雲をその海に立つ波にた

とえ、三日月の舟がそこを滑って星の林

に漕ぎ隠れてゆくさまを詠んでいます。

日本の古代詩歌で、夜の天空というもの

をこれほど大らかな把握の叙景歌として

描写した作品は、他に見出しえません」

と解説されていました。ついでにピー

ター・マクミランさんの英訳も見つけた

ので、ご紹介しておきます。

　Cloud waves rise

　in the sea of heaven.

　The moon is a boat

　that rows till it hides

　in a forest of stars.

これでタイトルは決まりました。

「月の舟」。とは言っても、人麿の

歌を “ 絵画化 ” するわけではありません。

作品紹介
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各務氏のルーツ

そのルーツを遡れるだけ溯ると『古事

記』に行き当たります。天岩戸に隠れ

たアマテラスを連れ出すために神々は

さまざまな準備を行い、そのひとつに

「伊
い し こ り ど め の み こ と

斯許理度賣の命におほせて鏡を作

らしめ」という一節があり、この神が

鏡作部の祖と言われています（三種の

神器の八
やたのかがみ

咫鏡を作ったのもこのお方）。

鏡作部とは、錦織部・土師部・犬養部

などと同じ特殊技能集団。で、鏡作部

は加賀美とか加賀見と称したようです

が、いきなり戦国時代に飛んで、加賀

美正光という武将が神託を受け、名字

を「各務」に改めたと伝えられていま

す。どう読んでも「かがみ」とは読め

ませんが、神託じゃ文句もいえません。
H1100mm x W230mm x D24mm


